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（単位：千円）

正味財産の部合計

財務諸表に関する特徴的事項等

○行政費用は物件費が大半を占めており、主に指定管理施設の指定管理料である。差額の主な理由は、維持補修費は施設の営繕
工事の減等、減価償却費は６年度の生涯学習センター改修工事によるものである。
○行政収入では、国庫支出金や都支出金の他、その他収入として指定管理者からの返還金、各施設の光熱水費受入分及び生涯学
習センター事業収入等がある。
○貸借対照表に計上されている有形固定資産は「清里高原ロッジ・少年自然の家」「生涯学習センター」「町屋文化センター」
に関するものである。

資産の部合計 1,159,811 1,116,644 ▲ 43,167 負債及び正味財産の部合計 1,159,811 1,116,644 ▲ 43,167
その他の固定資産 5,235 5,038 ▲ 197 1,125,119 1,078,167 ▲ 46,952

1,125,119 1,078,167 ▲ 46,952建設仮勘定 0 0 0 正味財産
3,785無形固定資産 0 0 0 負債の部合計 34,692 38,477

工作物等減価償却累計額 ▲ 112,252 ▲ 112,300 ▲ 48 その他の固定負債 0 0 0
23,890 28,731 4,841工作物等 114,472 114,472 0 退職給与引当金

▲ 1,275建物減価償却累計額 ▲ 1,721,270 ▲ 1,764,192 ▲ 42,922 特別区債 6,379 5,104
建物 2,180,494 2,180,494 0 固定負債 30,269 33,835
土地 693,133 693,133 0 その他の流動負債 0 0

賞与引当金 3,149 3,367 218
0

3,566固
定
資
産

有形固定資産 1,154,576 1,111,606 ▲ 42,970
1その他の流動資産 0 0 0 特別区債 1,274 1,275

不納欠損引当金 0 0 0 還付未済金 0 0 0

流

動

資

産

収入未済 0 0 0 流動負債 4,423 4,642 219
7年度 差額
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勘定科目 6年度 7年度 差額 勘定科目 6年度
特別収支差額(f)-(g)=(h) 0 0 0 当期収支差額(e)+(h) ▲ 384,406 ▲ 381,020 3,386

0 0 0特別費用(g) 0 0 0 特別収入(f)
3,386行政費用合計(b) 389,460 393,749 4,289 通常収支差額(c)+(d)=(e) ▲ 384,406 ▲ 381,020

その他行政費用 0 0 0 金融収支差額(d) ▲ 4 ▲ 3 1
▲ 384,402 ▲ 381,017 3,385賞与・退職給与引当金繰入額 8,915 9,891 976 行政収支差額(a)-(b)=(c)

7,674不納欠損・貸倒引当金繰入額 0 0 0 行政収入合計(a) 5,058
減価償却費 32,316 43,166 10,850 その他 1,552
補助費等 19,600 21,721 2,121 使用料及び手数料 2,062 2,223
扶助費 0 0 0 分担金及び負担金 0 0 0
維持補修費 42,983 7,431 ▲ 35,552 都支出金 510 499 ▲ 11
物件費 199,072 209,982 10,910 国庫支出金 934 908 ▲ 26行

政
収
入

地方税等 0 0 0

161
9,102 7,550
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給与関係費 86,574 101,558 14,984
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 6年度 7年度 差額 勘定科目 6年度 7年度 差額

荒川コミュニティカレッジ修了生
（累計）（人）

454 475 487 503 552 令和５年度から３０人１コースで算出

49
コミカレ修了生等が立ち上げた地
域活動団体数（累計）

46 48 49 50

社会教育サポーター派遣実績数
（延べ）

162 70 71 75 210

町屋文化センター利用者数（人） 86,574 81,718 91,893 86,800 180,000 延利用者数

165,700 延利用者数（多目的広場を除く）生涯学習センター利用者数（人） 100,887 89,533 95,097 104,600

5年度 6年度 7年度
8年度
見込み

目標値
(8年度)

施策の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

生涯学習環境の充実度 3.10 3.13 3.21 生涯にわたって学習できる環境が充実していると感じますか？

興味・関心事への取り組み 3.17 3.17 3.23 興味・関心のあることに取り組むことができていると感じますか？

指
　
　
　
　
標

幸福実感指標名
指標の推移

指標に関する質問文
5年度 6年度 7年度

政策 04 心豊かにたくましく生きる子どもの育成と生涯学習社会の形成

　乳幼児から高齢者まで全ての区民が生涯にわたる「学び」を通じて人や社会とのつながりを深め、心豊かな
生活や生きがいづくりにつながるよう、学習情報や学習機会の提供、「学び」の場の整備、協働・連携の促進
等により、生涯学習活動を支援する。

関連部課名 教育委員会事務局教育総務課

行政評価
事業体系

分野 Ⅱ 子育て教育都市

課長名 加瀨 内線 3350

施策分析シート（令和8年度）

施策名 生涯学習活動の支援 施策No 04-12
部課名 地域文化スポーツ部生涯学習課



No2

重点的に推進 重点的に推進
　区民の主体的で多様な生涯学習を支援するため、ＩＣＴの活用と直接体験
の機会、情報提供などをバランスよく進めることとし、引き続き重点的に推
進する。

今
後
の
方
向
性

○各施設の更なる利用促進のために、利用者のニーズをとらえ、施設の特性に応じた事業等の実施について、
指定管理者や施設職員と連携・協議し検討していく。
○区内各団体との話し合いの機会を持つことで、各団体の活動継続、拡大などそれぞれのニーズをくみ取り、
活性化に向けた人材や団体の紹介など、つながりを広げていけるよう取り組んでいく。
○多様な区民がそれぞれのニーズに応じた学習や活動の機会を得られるとともに、様々な学習や活動をしてき
た区民が新たな出会い、つながりを作れるよう、生涯学習機能を充実していく。

施策の分類
分類についての説明・意見等

8年度 9年度

現
状

〇社会活動の制限が緩和され、団体の活動が活発になっていることにより、施設利用者の維持・増加につな
がっている。
〇区内各団体の活動について、それぞれの状況を踏まえ、個別に協議するなどきめ細かい対応を行っている。
〇動画配信など時代の変化に合わせたサービスの提供も行いつつ、会場で行う講座等も継続することで直接会
い、体験し、触れ合う機会の重要性を再認識する場を提供している。

課
題

〇生涯学習施設を利用するきっかけづくりとして、指定管理者等による様々な事業を実施しているが、新たな
企画の検討等を行うことでさらに施設の利用促進を図り、幅広い世代の区民等が生涯学習や文化活動に親しむ
機会を創出していく必要がある。
〇区内各団体の置かれている状況は様々であることから、引き続き各団体のニーズを踏まえ、可能な限りの助
言、支援を行っていく必要がある。
○区民が生涯にわたって学べる環境の整備を図り、より幅広い区民が気軽に地域活動等に参加できるよう生涯
学習機能を充実していく必要がある。

施策の現状・課題・今後の方向性



重点的
に推進

　区民の生涯学習活動の拠点と
して重要であるため、重点的に
推進する。

重点的
に推進

重点的
に推進

　区民の誰もが気軽に参加し、
良質な文化や学習を享受できる
場を運営するため、重点的に推
進する。

生涯学習センター管理運営費 05-02-16 99,745 117,496 262,660 93,653
重点的
に推進

町屋文化センター管理運営費 05-02-15 87,830 96,612 55,321 61,783

　地域の人材を活用すること
で、青少年の健全育成や生涯学
習の振興につなげることがで
き、合わせて区民が学びを地域
に活かすきっかけとして必要で
あり、継続して実施する。

清里高原ロッジ・少年自然の
家管理運営費

05-02-14 137,346 105,182 126,267 92,226 継続 継続

　区民の健康増進の場、児童生
徒の自然体験活動の場を提供す
るため必要であり、継続して実
施する。

継続
　区民の人権教育を推進するた
め、継続して実施する。

社会教育サポーター 05-02-13 665 1,300 54 82 継続 継続

継続 継続

　青年団体連合会を支援するこ
とにより、青年による地域活動
の発展に寄与しているため、継
続して実施する。

人権教育推進費 05-02-12 2,153 1,840 233 75 継続

青年団体連合会事業費 05-02-11 5,617 6,220 1,694 1,536

　新たに20歳となった若者の門
出を祝福するとともに、成人と
しての権利と義務、責任・自覚
を促す事業として継続して実施
する。

女性団体補助 05-02-10 1,241 1,494 369 400 継続 継続
　地域活動や生涯学習の推進に
寄与しており、継続した支援を
行う。

継続
　心身障がい者の自主性・協調
性・社会性・教養を養うため、
継続して実施する。

二十歳のつどい 05-02-06 13,102 14,826 3,946 4,290 継続 継続

継続 継続
　青少年の健全育成に寄与して
おり、継続して実施する。

心身障がい者青年教室「さく
ら教室」

05-02-05 12,690 12,985 2,662 3,307 継続

青少年委員事務費 05-02-04 16,976 18,403 5,642 5,279

分類についての説明・意見等

6年度 7年度 6年度 7年度 8年度 9年度

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のため

の分類



合　計 389,465 393,751 462,048 266,717

継続

　文化活動・スポーツ活動等で
優れた成績を収めた児童・生徒
及び区民を表彰することで、よ
り一層の励みとするため継続す
る。

重点的
に推進

重点的
に推進

　地域活動を活性化し、地域社
会を支えるために必要な青年期
の人材を育成する事業の実施は
重要であり、重点的に推進す
る。

教育褒賞費 13-01-03 3,161 3,445 190 290 継続

3,343
重点的
に推進

重点的
に推進

　区民が学びを通して、人や地
域とつながることができる学習
機会をつくり、生涯学習セン
ターが持つ機能を十分に活か
し、主体的な地域活動への参加
につなげる事業であるため重点
的に推進する。

ユース育成支援事業 05-02-23 698 3,497 － 453

7年度 6年度 7年度 8年度 9年度

生涯学習センター事業費 05-02-17 8,241 10,451 3,010

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のため

の分類
分類についての説明・意見等

6年度


